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「北海道創生総合戦略の推進状況」のポイント（2020年11月 北海道）

①「心豊かに・北海道暮らし」プロジェクト

「新しい生活様式」の実践

 新しいライフスタイルや
ビジネススタイルの定着

◆「新北海道スタイル」安心宣言

◆医療提供体制等の充実強化
 今後の感染拡大に備えた医療提供体制の整備

 感染症から地域医療を守るための寄附の募集 等

◆子どもの成長や学びの支援 ◆広域連携による
行政サービスの最適化
 広域連携プランの策定に向けた検討会議

 感染症対策を講じた児童相談体制

ＩＣＴ活用などによる学習の支援
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②「磨き高め輝く・北海道価値」プロジェクト

どうみん割や教育旅行支援など道内
観光事業者への支援 等

プレミアム付きどさんこ商品券の発行 等 学校給食への道産食材の提供
道産木材の需要喚起 等

遊ぶ、泊まる

どうみん割

乗る

プレミアム乗車券

あなたの北海道の思い出の写真や動画をＳＮＳでシェア!

「#hokkaidolove」のハッシュタグをつけてＳＮＳに投稿！

買う、観る、食べる

プレミアム商品券

巡る、当たる

スタンプラリー

いいトコいいモノ
発見キャンペーン

◆HOKKAIDO LOVE!
プロジェクト

◆道産食品等の需要喚起 ◆農林水産業への支援
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③「未来をけん引・北海道人」プロジェクト

地域づくりにチャレンジして
いる方々のネットワーク化

農林水産業を支える人材
の育成

多様な人材の就業支援

◆これからの
北海道をけん引

◆様々な分野を
けん引

◆あらゆる立場・
世代がけん引

大学と連携した若者の道内
への定着支援

キャリア教育・産業教育、
ふるさと教育の推進 等

ものづくり企業等の
技術人材の育成 等

コロナ禍においても未来の北海道をけん引する人づくりを着実に展開

新型コロナによる離職者の
再就職支援

テレワークの普及実態
調査 等
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④「北海道らしい関係人口の創出・拡大」プロジェクト

東京圏企業向け都市住民向け

◆移住・定住の促進、
関係人口の創出

◆道内における関係人口の
創出・拡大

◆高校生の地域留学の
受け入れ

◆北海道型ワーケーション
の普及・展開

◆サテライトオフィス等
の誘致

主に都市住民（特に若者） 東京圏企業等

ほっかいどう応援団会議をはじめ、
様々なネットワークも活用して戦略的なアプローチを展開
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⑤「北海道 Society 5.0」プロジェクト

◆北海道Society5.0構想の推進

◆医療・福祉分野へのＩＣＴ
利用拡大

北海道Society5.0推進会議の設置

遠隔医療や介護ロボットの普及促進 等

北海道の優位性を活かした
実証試験 等

北海道Society5.0推進計画の策定に向けた協議

◆スマート農林水産業の
展開

◆自動運転技術の実用化
◆ＩＣＴを活用した
教育環境の整備

◆MaaSの実用化
に向けた展開

情報通信ネットワーク、クラウドに
よる情報収集 等

遠隔授業、GIGAスクール構想
の推進 等
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